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午初にあたリー言あいさつを申し上げます。

咋年はまらづくり協議会の目的 (自 分逹の地域は自分逹で作る)を基本に

①安全で安越して泰らせる

②地或への災若が生まれ温かいコ岨が重い谷うまちづくり
に浴つて笠園市仝域で24地区の渚勤が開始されました。

戎几地区では「賽仝・賽越部会」、「お、れあい部会」を立ち上げました。
「安仝 。安鷲郵会」はゼロ史活動 (犯罪ゼロ、丈竜事故ゼロ、火災ゼロ、 自然史害ゼロ)を、
「お、れあい部会」は地玖のえ跡めくヾり、大え占参ⅢЬを通してに地成の伴作りを晨関ヤです。
まらづくり協義会の各琴壼活動に多くのオ々のテ里解とがカロを預き、城兒地区の滑勤はスタートした
ばかりですが、次口名皮も徐々に尋まりつつあり、汚動の基盤は予定通り曲来上がってきました。
今年は也年です。何事も糸攻に挑戦すれば発展するとの意ぶ谷いを持つ千史です。千史に
ちなんで発展の年にしていきたいと思っています。各絃活動団体の協力を行て戎兒地区の多くの方々に

かカロ頓き、初期の目的逮成に的けて活動しますので地区民のオ々の一層のご理解とご協力をお願い
いたします。

戎几地区よらづくり協裁会会長 カロ藤晃ュ祐

衣見山への期待

茂平地区でのインタビユー
(40代男性)

用之江地区でのインタビユー
(60代男性)

大宜地区でのインタビユー
(50代男性)

城見台地区での
(40代男性)

インタビユ

尊

①親が上っていた山、愛着はあります。
多勢の方々が登山を楽しんで地域が賑
わうのを楽しみ|こ しています。
②子供の頃に見た南、南西方向の展望も
今昔物語です。楽しんで<ださい。

①大宣ルートの開発は釈年度以[祭 |こ
なっていたんヾ、それまで待てない !

ボランテイアの力で開発している。
地域の絆作りに役立った。
②他地区の皆さんにも大いに活用して
頂きたい。

① 歴史ある大見山三衛点を訪れると
「光陰矢の如し」を痛感します。小学
校時代の登山を思い出します。
② 大見山登山を健康維持の道具として
楽しみたい !

①近<|こある地域展望の素隋らしい山、
娩見台を見渡す展望台で食事ができる。
自分の家をさがしながらの雑談が楽し
みである。
②展望台に食事ができるテーブルを備え、
昼倉会としゃれ込みたい。
③茂平、大宜ルートを散策して両地区の
方々とも交流したい。
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安全・舎心部会勝「防犯・交通連絡会』こ「睛残
t連
絡会Jの工つの組織τ活動中です。

睛3E・ 交通i目華番会副部会長:太田由美子 睛策連絡会 副部会長 :坂本正樹

①良かつた点 (今回は用之江の例)

O狭い道での交通マナーの良さ (減速、待機
の徹底)に感心した。

O挨拶に挨拶を返して<れて、パトロール
者の顔を覚えて<れるの力く良かつた。

O地元の現況が細か<視察できて良かつた。

②指摘事項と対応 (今回は用之江の例)

o井原―福山港線の茂平から先南までの
通学足各匠ガードレールが必要。

o変電所西の」Rガード下の通呈吾に出る所
んく夜間は危険。ゴミヌテーンヨン側
から照明が必要。

o井原一福山港線の国道 2号線語線橋、
天理教・池迫地区の児童通学路のガード
レールが曲損している。

ガードレールのない通学P呂 危険H

③今後のパトロール計画
町内会同主の相互パトロール

茂平と用之江 城見合と大宜
茂平と大宣  城見台と用之江

パトロール編成責任者同士んく日程を決めて
実施して<ださい。

①防災訓練

11月 25日 (日)城見台グランドにて
以下の訓練活動を実施しました。

O講話…城見地区火災ゼロの継続についての
熱い請話を聴講しました。
。通報訓練…要点を簡単に伝える事の難しさ
は訓練で培うしかない事を痛感しました。
O消火器使用訓練…古い消火器のまずさと新
しい消火器の良さを悟りました。
O消防車による放水訓練…ホースの延伸、
ジヨイントとその確認の必契性を経験した。

②防災パトロール指摘事項と対応 l用之江の例)
O消火栓前の黄色い道路標示が消えか|す
ている。)塗り替えが必要。
O消火栓の本―ス接続部分に泊を差さな
いと入らなかつた。サビやゴミの付着
防止が必要。
O消火栓の改修が必要なものんヾある。

③今後の活動計画

o消火栓ボックヌの充実
Oハザードマツプと各地区選難路の策定
o今後のパトロール計画
町内会同士の相互パトロール

2月 茂平と用之江 城見台と大冨
4月 茂平と大宣  競見台と用之江
パトロール編成責任者同主が日程を決めて
実施して<ださい。月

月

２

４

自治会、まちづ<り協議会の連名で
市などに改善要請をします。

地区消防団とまちづくり協議会が
連携して対処していきます。

平成25年度の活動に向けての浮備 (活動
内容、必要な予算申請)
各沼動団かのご協力を宣し<あ願い致しま硯
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f31■あい部会勝『甍阿めぐιI連絡会Jこ「六見山登山連絡会」の工つの観繊て活動中です。

裳 節 め ぐ bl連絡 会 冨螂会長 :坂本富則 ☆見山登山連絡会開会長:藤井保之

地域の史跡巡りの散策ガイドマツプを作成
し各地を和やか|こ巡りながら「′5ヽれあいと
健康づ<り」を進めているところです。
一人でも散策の仲間が増えれば、もつと楽
しいと思います。

史跡めぐり実施

第 1回 (大冨地区):
11月 24日 (土 )、 約 20人が参加

第 2回 (茂平地区):    、
12月 8日 (土 )、 約 20人が参加

第 3回 (用之江・域見台地区):
1月 20日 (日 )、 約 40人が参加

史跡をめぐりながら散策

①大見山登山道の整備

10月 20日 (土 )、 11月 18日 (日 )の 2回に亘り、
約30筈の有志に協力を頂き、頂上付近を中心
に南面 (千拓地から輛沖)、北面 (城見小学校)、
西面 (城見台から福山域)が見通せるように樹
木を伐採し展望が確保できました。
登山ルートに沿い案内標識や看板を設置、
ベンチも4基を備えました。
今後、茂平や大宣ルートの整備、簡易トイレ
の設置などを計画する予定です。

②六見山登山の実施

12月 15日 (土)第一回目の登山を行いました。
曇り空で見]青らしが良<有りませんでした
が、約30筈が元気に頂上を目指しました。
年が明けて、1月 6日 (日 )には寒風を突いて
元気に約40人が登頂しました。
絶好の晴天で、遠<仙酔島や笠岡諸島、四国
連山も見渡せ、心地よい汗を流して新年の
健康を誓い合いました。
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rgiれあい部会の今後の活動予定

2月 17日 (日 )大宣地区の散策"・コースを工夫して実施します。
3月 31日 (日 )茂平の塩崎神社付近へ"・開花には早めですが、花見ウォークを予定します。
4月 21日 (日)用之江の森山効跡、明知勅跡へ ・̈少し健脚向きですが、往復約 3時間半

約 7Kmを案内します。
5月 11日 (土)大見山への 3ルートの革刈や伐採作業を行う予定です。
5月 19日 (日 )大見山に登ります中●茂平ルートで登り、途中|こ前影山を経由して用之江

ルートで下山します。

*各国とも集合、出発は用之江公会堂前で8時 30分です。傘が必要な天気なら中止します。
歩きやすい服装で参加<ださい。

♪♪♪♪♪♪♪♪

晏甚繰爵
′

詳しい内容等は、公会堂前の掲示板 |こ張りますのでご覧 <ださい。
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～載兒乾ビ0大字名について～  虫女 日ゑμ 奏 藩部奇な

域見地区は、「大宣」「茂平」「用之江」「城見台」

「西茂平」の 5つの行政区からなっています。
それは「岡山県笠岡市大冨」のように、現在の

住所の大字名です。今回は城見地区の大字名の

由来について概略を紹介します。

『大宣』・『茂平』・『用之江』は、昔の村名です。

『城見台』は、城見地区に新し<造成された住宅地
です。『西茂平』は将来的な問題からでしようか、

今までの茂平とは別の地区にしています。

大宣

『 古事記』に登場する

オホゲツヒメ (大宣都比売

神)にちなんで「大宣」と

ヒ霞憲lli

子で、穀物の神です。仏教語『応化 (あうげ)』 (蓄

薩が衆生を救うためにいろいろに姿を変えて出現

すること)か らきているという説もあります。
「大下」と表記していましたが、「下」を嫌って

「大宣」と書<ようにしました。よ<「大宣」と
間違つて書かれていました。

る駅 猛墨曇言瞥ム言葉露孔 留 編 翠

そのまま素直匠「藻の打ち上げられる海浜の地」

と考えればよいのではないでしょうか。「毛平」

「藻平」から「茂平」となつたということです。

「平」は「平らかな」という地形上の言葉である

と同時に、人々の集まる「集落」を指します。

用之江

「モチの本」「モチ米」「モチ状の地形」など諸

説あります。一つの考え方として、東へ進めば吉

浜の入り江、西へ進めば野々浜の入り江、南へ進

心と茂平の入り江ほ達することから、「入り江ほ

通じる道」と考えるのはどうでしょうか。「用」に

は「通じる」という意味があるのです。

城見地区の「大字名」ほついては、その由来阻

定説はありません。「小字名」を含めて、地名の由

来についていろいろ調べてみて<ださい。

～～事務局からのあ知らせ 強

安全・安′心の取組や、′5ヽれあい事業が 3月29日
具体的に動き始めました。     4月 16日
大きなウネリとなって地域に広ん

くつ 4月 19日
ていく事を願つています。     4月 26日
「まちづくり」に期待する皆様方の幅 5月 11日
広いご意見をあ寄せ<ださい。

ご意見・ご要望を募集します 今後のあもな予定

９
側
ロ
ロ
ロ 大見山一斉作業日

各種団体代表苦会
谷
冨
賠

谷
富

部

役

総

城見地区まちづくり協議会

笠岡市用之江334番地
TEL 0865-66-5133
事務所の開設時間

毎週火躍日の年前9時から12時まで
在室してあります。
お急ぎのご用件等は、 まちづくり
協議会の郵便受|ナをご利用ください。
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